
北海道における気象変化について

気象予報士・防災士
菅井 貴子

北海道文化放送（UHB）
「みんテレ」午後３時５０分〜午後７時

ご参加ありがとうございます。





北海道
面積以上に広い

「気候多様性」が存在

気象庁統計平年値 極値比較

東北〜九州の気温差に相当

日照差は２倍近くに及ぶ

豪雪地帯は日本海側の一部
太平洋側は１０分の１以下





北海道に「気候多様性」が存在

豊かな自然
食・エネルギーの高自給率と潜在性

水資源 全国平均の３倍
環境への高技術



北海道の気候
変わってきた・・・



異常気象
３０年で１回の現象

観測史上一番
過去経験のない現象



北海道 「観測史上一番」

昨シーズン冬（１２〜２月） 少雪
春（３〜５月） 十勝地方 日照多い
夏（６〜８月） 高温
秋（９〜１１月）
１０月の高温・紅葉最遅・初冠雪最遅
冬 根雪が遅れている・・・



第1章 北海道の気候変化
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図 1.8.1-1 北海道の各地点におけるサクラの開花日の推移

長期変化傾向が統計的に有意な場合赤い直線で示す。

地点：札幌、岩見沢、倶知安、室蘭、江差、函館

長期変化傾向

凡例

札幌 岩見沢

倶知安 室蘭

江差 函館

サクラの開花 全道で、５〜７日前後、早まっている。



第 1章 北海道の気候変化
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長期変化傾向
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図 1.8.2-1 北海道の各地点におけるカエデの紅葉日の推移

長期変化傾向が統計的に有意な場合赤い直線で示す。

地点：札幌、釧路、倶知安、帯広、室蘭、浦河、函館

凡例

札幌 釧路

倶知安 帯広

室蘭 浦河

函館

紅葉日 約２週間以上も早まっている



紅葉日の変化

札幌の紅葉 ５０年で１４・２日遅い
函館の紅葉 ５０年で１９・１日遅い

全国平均 ５０年で４・２日遅い



北海道固有種



北海道の気象変化

低気圧の異常発達
極端な温度差

台風のコース、勢力
海水温の上昇



写真提供:環境省









爆弾低気圧

２４時間で、

中心気圧

２４hpa以上

低下

近年 北海道付近で急激に増加



２０１６年
北海道に台風直撃

上陸３ 接近２
史上最多



８月
２０１６年の台風経路



８月

９～10

月

２０１６年の台風経路



台風10号の被害
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北海道 「激しい雨」観測頻度が増加
北海道の気候変化 第二版 （札幌管区気象台）



都市の排水能力（１時間雨量）

札幌 ３５ミリ
仙台 ４５ミリ
東京 ５０ミリ
名古屋 ５０ミリ
大阪 ６０ミリ



異常気象レポート２０１４（気象庁発表）
２０８１年～２１００年の見通し

【雨】 極端な大雨や極端な大雨の頻度は、将来増
加する

【初夏】 本州では梅雨明けが遅れる

「やませ」が発生しやすい季節は、現在より遅くなる

【雪の量】 日本では多くの地域で積雪が減少する
が、北海道の内陸部では増加

【雪の期間】 最深積雪が最大になる時期は１ヶ月
程度早まる 積雪期間は短くなる

【台風】 熱帯低気圧の発生数は、変わらずかやや
減少 強い熱帯低気圧の発生数、最大強度、降水
は増加



写真提供:環境省



NASA HP （http://climate.jpl.nasa.gov/ClimateTimeMachine/climateTimeMachine.cfm）

http://climate.jpl.nasa.gov/ClimateTimeMachine/climateTimeMachine.cfm


NASA HP （http://climate.jpl.nasa.gov/ClimateTimeMachine/climateTimeMachine.cfm）

http://climate.jpl.nasa.gov/ClimateTimeMachine/climateTimeMachine.cfm


北極の氷面積が減少
↓

気圧配置が変化（シベリア高気圧）
↓

北海道に寒気が流れ込みやすい

温暖化で北海道の冬が寒冷化？



史上最強寒波
２０１９年２月

陸別町−４０度以下！？



２０１９年２月９日 陸別町−３１・８度



陸別町小利別
２０１９年２月９日

−４０・３度



積雪３２４センチ
２０１８年２月

北海道歴史的な雪





幌加内町
２月１３日 積雪２８６センチ



幌加内町
２月１３日 積雪２８６センチ



北海道の気象変化

災害リスクが高まる



１・予測ができない
地震・竜巻・雷・局地的豪雨・大雪

２・予測できても、対応しない
私は大丈夫、ここは大丈夫・・・

３・予測できても対応できない
過去に前例のない異常気象・自然災害



令和の時代
予報精度が加速的に向上









計算可能な速度

１秒間に

１８０００００００００００００００

回も計算する



何が変わるの？

理論演算性能 約２０倍に

降水予測 ６時間から１５時間に

台風の強度予測 ３日先から５日
先に

週間予報から２週間先の予報まで



過去の経験に基づいた防災対策は

役に立たない。

私たちは、未知の位置に立ってしまった。

常識を払う必要がある。

「防災元年」として、新たなスタートを

整備しなければならない。
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